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9.5. 豊浦地域の再編方針 

9.5.1. 再編のポイント 

 

 病院や商業施設が地域内に点在するものの、ブルーライン交通のバス路線は川棚温

泉を拠点に南北に分かれた路線網となっており、移動ニーズに十分に対応できてい

ない。 

 高齢化や人口減少により移動需要が小規模化しており、多くの系統は平均乗車密度

が 1.0 人を下回っている。 

路線・地域の抱える課題 

 川棚駅周辺の商業施設や豊浦病院を拠点とする地域縦断型路線への再編を行う。 

 運転手不足への対応や財政的な負担の軽減等の公共交通網全体のリソースの最適

化に向け、利用状況を踏まえた運行回数とし、併せて運行時間帯の変更を行う。 

再編の方向性 

再編内容 

ブルーライン交通 
室津・豊浦病院線

(仮称) 
室津上方面 

<Step.1> 

 室津方面から豊浦病院方面への移動ニーズに対応。 

 地域の主要商業施設（サンパル丸和(現：ゆめマート川棚)、

マーレとようら）や豊浦病院を結び、地域を縦断的に運行

する幹線的路線に再編。 

 買い物や通院に使いやすい運行時間帯に変更。 

ブルーライン交通 

松谷循環線 

<Step.1> 

 松谷地域から豊浦病院方面へのニーズに対応。 

 利用状況に応じた運行回数・時間帯への見直し。 

ブルーライン交通 
大河内循環線 

<Step.1> 

 利用状況に応じた運行回数への見直し。 

ブルーライン交通 

豊洋台方面 

<Step.1> 

 利用状況に応じて、ブルーライン交通の運行を取りやめる

(サンデン交通運行便は継続)。 
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9.5.2. 再編前後の路線網 
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9.5.3. 路線別の再編内容 

<Step.1>運行回数 

豊浦地域におけるブルーライン交通の再編前後の各区間の運行回数は以下のとおりとなる予定です。 

 

（1） 室津・豊浦病院線(仮称) 

<Step.1> 

運行の目的 

現行の室津線は、川棚温泉～室津方面を結んでいるブルーライン交通の路線で
ある。地域の主要商業施設である「マーレとようら」を通っているが、豊浦病
院へ向かう場合は乗継が必要でるため、川棚駅～サンパル丸和~豊浦病院間を
延伸することで、利便性を向上させ、地域を縦断的に結ぶ幹線的路線として運
行する。 
なお、現在、室津線の内、2 往復/日が室津上まで運行されているが、汐入橋～
室津上間の利用は非常に少ない状況であるため、運行時間帯を見直し、通院や
買い物に利用しやすくする。 

運行事業者 ブルーライン交通株式会社 

事業の種類 一般乗合 

運行の形態 路線定期運行 

車両 中型バス 

運行日 毎日運行 

 

 

 

系統 運行区間 系統キロ 
運行回数 

再編前 再編後 

室津～サン

パル～豊浦

病院 

起点 室津 

約 9.6 

  

5.5 往復 主な経由地 川棚駅、サンパル丸

和 

終点 豊浦病院 

室津～川棚

駅～豊浦病

院 

起点 室津 

約 9.6 

  

0.5 往復 主な経由地 川棚駅 

終点 豊浦病院 

室津上～室

津～サンパ

ル～豊浦病

院 

起点 室津上 

約 12.5 

  

2 往復 主な経由地 室津、川棚駅、サン

パル丸和 

終点 豊浦病院 

室津～川棚

駅～川棚温

泉 

起点 室津 

7.2 

 

6.5 往復 

 

1 往復 主な経由地 川棚駅 

終点 川棚温泉 

室津上～川

棚駅～川棚

温泉 

起点 室津上 

12.4 

 

2 往復 

 

 

主な経由地 川棚駅 

終点 川棚温泉 

室津～黒井

村駅 

起点 室津 

3.2 

 

1.5 往復 

 

 

主な経由地 汐入橋 

終点 黒井村駅 

 
  

 

豊浦病院

松谷漁協前

室津

室津上

川棚温泉

大河内温泉

2
0

2
0

3
4

8
9

27
11

27
11

9
10

0
2

9
10

0
3

2
3

2
3

0
3

2
2

2
2

小田

8
9

15
10

豊洋台3丁目

3
4

涌田漁協前

サンパル丸和前

9
8

9
10

4
4

4
4

川棚駅

14
10

16
28

16
28

室津・豊浦病院線(仮称)(再編後)

豊洋台方面(再編前)

松谷循環線(再編後)

松谷循環線(再編前)

大河内循環線

豊浦・豊北線

新便数

旧便数
黒井村
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（2） 松谷循環線 

<Step.1> 

運行の目的 

現行の松谷循環線は、涌田地区、松谷地区を通り、「サンパル丸和」、川棚温泉

まで運行しているが、豊浦病院へ向かう場合は乗継が必要であるため、松谷地

域~豊浦病院間を新たに運行することで利便性を向上させる。なお、運行時間

帯を見直し、通院や買い物に利用しやすくすると共に、利用の少ない時間帯に

おいては運行回数の見直しを行う。 

運行事業者 ブルーライン交通株式会社 

事業の種類 一般乗合 

運行の形態 路線定期運行 

車両 中型バス 

運行日 毎日運行 

 

系統 運行区間 系統キロ 
運行回数 

再編前 再編後 

右回り 

起点 川棚温泉 

約 15.8 

  

2 循環 主な経由地 松谷漁協前、豊浦病院 

終点 川棚温泉 

左回り 

起点 川棚温泉 

約 15.8 

  

2 循環 主な経由地 豊浦病院、松谷漁協前 

終点 川棚温泉 

 

 

 

系統 運行区間 系統キロ 
運行回数 

再編前 再編後 

右回り 

起点 川棚温泉 

11.1 

 

1 循環 

 

主な経由地 松谷漁協前 

終点 川棚温泉 

右回り 

起点 川棚温泉 

11.5 

 

1 循環 

 

主な経由地 サンパル丸和、 

松谷漁協前 

終点 川棚温泉 

右回り 

起点 黒井村駅 

6.9 

 

0.5 往復 

 

主な経由地 涌田漁協前 

終点 川棚温泉 

左回り 

起点 川棚温泉 

11.3 

 

1 循環 

 

主な経由地 涌田漁協前 

終点 川棚温泉 

左回り 

起点 川棚温泉 

13.1 1 循環 

 

主な経由地 松谷漁協前、 

サンパル丸和 

終点 川棚温泉 

左回り 

起点 川棚温泉 

8.3 

 

0.5 往復 

 

主な経由地 松谷漁協前 

終点 黒井村駅 
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（3） 大河内循環線 

<Step.1> 

運行の目的 

川棚温泉～豊浦病院～大河内温泉～横道～豊浦病院～川棚温泉を循環する路

線である。豊浦病院に乗り入れているため、豊浦病院～川棚駅周辺間の利用は

多いが、横道方面に利用は少ない状況である。 

利用の少ない時間帯においては運行回数の見直しを行い、持続可能で効率的な

運行を目指す。 

運行事業者 ブルーライン交通株式会社 

事業の種類 一般乗合 

運行の形態 路線定期運行 

車両 中型バス 

運行日 毎日運行 

 

系統 運行区間 系統キロ 
運行回数 

再編前 再編後 

大河内温泉

先回り 

(右回り) 

起点 川棚温泉 

37.1 

 

4 循環 

 

3 循環 主な経由地 大河内温泉、横道 

終点 川棚温泉 

横道先回り 

(左回り) 

起点 川棚温泉 

37.1 

 

4 循環 

 

3 循環 主な経由地 横道、大河内温泉 

終点 川棚温泉 

 

 

 

（4） 豊洋台方面 

<Step.1> 

運行の目的 

サンデン交通の下関駅～川棚温泉方面と共に運行されている路線である。ブル

ーライン交通運行便に関しては利用が非常に少ない状況である。 

サンデン交通による運行は継続し、ブルーライン交通による運行は取りやめ

る。 

運行事業者 ブルーライン交通株式会社 

事業の種類 一般乗合 

運行の形態 路線定期運行 

車両 中型バス 

運行日 毎日運行 

 

系統 運行区間 系統キロ 
運行回数 

再編前 再編後 

川棚温泉→

豊洋台 

起点 川棚温泉 

6.2 

 

1 循環 

 

主な経由地 豊洋台 

終点 川棚温泉 

黒井村駅→

豊洋台 

起点 黒井村駅 

2.0 

 

1 循環 

 

主な経由地 豊洋台 

終点 川棚温泉 
  


